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このたびはBATTLEZ ラテラルロッドをお買い上げいただきまことにありがとうございます。 
本書はラテラルロッドを取り付ける場合の要領と取り扱いについて記載しています。 

取り付け前に必ずお読みいただき、正しい取り付けを⾏ってください。 

＜ 作業後は本書を製品の使⽤者様にお渡ししていただき、使⽤者様は本書を⼤切保管してください。 ＞ 

BATTLEZ×LATERAL ROD Installation Instructions 
Vehicle Application 

SUZUKI  HUSTLER for 4WD（19.10-） 

適応⾞種 ハスラー 4WD （19.10-） 

約0.5時間 
0.5-hours 

 

 

取付参考時間 
INSTALLATION TIME 

作業難度 
SKILL LEVEL 

①  パーツ交換/取付                   Easy 

②   ⾞体加⼯あり             Moderately Easy 

③  専⾨知識が必要    Moderately Difficult 

④     分解整備                        Difficult 

必要⼯具 
TOOL 

ラテラルロッド取付要領書（リヤ） 

メガネレンチ(HEX17)ｘ2 
スパナ(HEX22,24)ｘ各1 
下げ振り（紐に錘を付けたもの） 
トルクレンチ 
 
スロープ台ｘ2 または 
4輪接地タイプの⾃動⾞整備⽤リフト 
 

リフト量が少ない⾞両、またはローダウン⾞両の場合 

部品構成 

構成部品名称 DESCRIPTION 数量 Q’TY 構成部品名称 DESCRIPTION 数量 Q’TY 

① ラテラルロッド本体 ロング 
LATERAL ROD Lh 1 ③ ターンバックル 

TURN BUCKLE 1 

② ラテラルロッド本体 ショート 
LATERAL ROD Rh 1 ④ ナット (正/逆ネジ) 

NUT (1 ea.) 各1 

① ② 

③ ④ 

リヤ 

※出荷時に全て組み付けてあります。 
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取付要領 

１.純正ラテラルロッドを取り外します。 
※図中や⽂中の○数字は構成部品のナンバー、●数字は作業の順番を⽰しています。 

2.ラテラルロッドを取り付けます。 

・ナット④を少し緩め、ターンバックル③を調整できるよ
うに準備します。（➊） 

 
ターンバックルを回し、⽀点間が広がる
回転⽅向、狭まる回転⽅向を確認して
おくと、後の調整が楽にできます。 

 

・ターンバックル③を回し、ラテラルロッドの⽀点間を純
正ラテラルロッドの⻑さに調整します。（➋） 

 
・ラテラルロッドを取り付けます。（➌） 

① ② ③ 

④ ④ ➊ 

➋➍ 

➎ 

・リフト量が少ない、またはローダウン⾞両の場合は、⾞両
をスロープ台に載せるか、フレーム⇔ホーシング間を動かさ
ずに持ち上げられる⾃動⾞整備⽤リフトに載せ、純正ラ
テラルロッドの取り外し作業をします。 

 
 
純正ラテラルロッドの取り外しの際はメー
カーの整備書を参考に取り外します。 

 
 
スロープ台に⾞両を載せて作業する場合には、リジットラックなどを使い、必ず安全を確保してください。 
 
スロープ台に⾞両を載せて作業する場合には、4輪全ての⾼さを合わせてください。軸2輪だけをスロープ台に
載せて作業すると⾞両荷重が変わり、取り付け後にブッシュが変形し寿命を短くする恐れがあります。 

➍ ➍ 

下げ振り 
⽀点間が広がる回転⽅向に回す➍ 

増し締めの際は⾞体を完全な1Ｇ状態(サスペンションが落ち着いた状態(⾃然な停⾞状態)、
もしくはフレームから上をジャッキアップしていない状態)でおこなってください。 
取り付け後にブッシュが変形、または破損する恐れがあります。 

➊ 

➎ 

・⾞両を横から⾒て、⾞軸中⼼と真上のフェンダーを結ぶように下げ振りを垂らし、タイヤの腹と下げ振りの紐の
距離を左右で測りながら、ラテラルロッドを調整して⾏きます。（➍） 

 
・左右差の調整が終わったらナット④を増し締めします。（➎）推奨締め付けトルク：90〜120N・m 
 
・⾞体に取り付けたラテラルロッドのボルト・ナットを増し締めします。 推奨締め付けトルク：120N・m 

➌ 

➌ 
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装着状態の確認 
装着後には必ず取付確認を⾏ってください。 
ボルト類の締め付け忘れなどにより本体が脱落する恐れがあり⼤変危険です。 
 
100kmほど⾛⾏したら、⼀度ナットを増し締め、点検を⾏ってください。 
製品の機能上引っ張る⼒が⼤きく働くため、塑性によりナットに緩みが⽣じる可能性があります。 
そのまま⾛⾏すると⼤変危険です。 
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